
赤山節
（三下げ）

赤山芋の蔓先が高く伸びている

私が慕う貴方とあの蔓のように
絡み合いたい

中の離れ屋で人目を忍んで
語り合った時のように

天の川が島にかかったら

さあ、夜のうちにそっと帰りましょう

あかやま

あかやまん　ふぇさち

舞踊「海ぬちんぼうら節」「むんじゅる節」の一節

１．赤山芋蔓先エー梢にむでぃくゆいヤリクヌ

　　でぃ我ね思里とぅけむでぃくらな

　　ハラユイユイ　ヤリクヤリクヌ

　　忍でぃ語らたる中ぬあさぎハラユイユイ

２．さらば天川やエー島横になとぅいヤリクヌ

　　でぃちゃよ立ち戻ら昨夜ぬ時分

　　ハラユイユイ　ヤリクヤリクヌ

　　忍でぃ語らたる中ぬあさぎハラユイユイ

すら

わ うみさとぅ

しぬ かた なか

しぬ かた なか

てぃんがら しまゆく

た むどぅ ゆび じぶん
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１．赤山芋蔓先エー梢にむでぃくゆいヤリクヌ
　　でぃ我ね思里とぅけむでぃくらなハラユイユイ
　　ヤリクヤリクヌ忍でぃ語らたる中ぬあさぎハラユイユイ
２．さらば天川やエー島横になとぅいヤリクヌ
　　でぃちゃよ立ち戻ら昨夜ぬ時分ハラユイユイ
　　ヤリクヤリクヌ忍でぃ語らたる中ぬあさぎハラユイユイ
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